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鳥学会なんて参加しなくていい？

編集委員の綿貫さんから，烏学ニュー

スの原稿を依頼され，この原稿を書くこと

になった．しかし，私は鳥学会の会員では

ないし、烏学会に一度も参加したことはな

い．現在，研究室の学生が鳥の研究をして

いるし，私自身，鳥の研究の経験はあるが，

烏に対してそれほど、思い入れはない．しか

し私にとって，私の学生に，他の学会と

日程が重なっているときに「烏学会なんて

参加しなくていいよ」と助言することが適

切なのか不適切なのかは重要な問題である．

熊本で聞かれた生態学会のシンポジウ

河田雅圭

ムの一つで， 「なんでシロアリを対象とす は，烏に限らず，晴乳類学会，昆虫学会，

るのかJという発言があった．これは，生 さらには鱗趨目学会などという目単位の学

態学的・行動学的現象を分子レベルから解 会まである．私は，学生時代哨乳類を，現

明するには，もっとやりやすい生物でやる 在は，巻貝の研院や理論研究を行っている．

べきだという文脈での発言である．この発 しかし，晴乳類学会は途中でやめたし，貝

言は生物のもっている共通のメカニズムを 類学会は一度も参加したことがない．現在，

探るという意味ではもっともな発言である． 私の研究に関係するであろう学会として日

しかし，逆にすべての生物は共通な面だけ 本には，日本動物行動学会，生態学会，個

ではなく多様な違いがおもしろのだ，と考 体群生態学会，遺伝学会，動物学会，陸水

えるとシロアリにこだわる理由も理解でき 学会など数多くある．実際に参加するのは

る．同じように，なぜ烏を研究するのかと 日本動物行動学会，生態学会，個体群生態

いうことを考えてみることも，自分の研究学会と 3つの学会である．さらに，昨年度

が何をめざしているのかを確認する上でも からは日本進化学会が発足し，参加する学

重要であろう． 会は増加する一方である（本年度の進化学

「なぜ鳥を研究するのか」という質問 会は鳥類学会と場所も日程も重複している

と少し意味が異なるかもしれないが，なぜ らしい）．このように様々な学会があると

鳥学会というものがあるのだろうか？これ いう現状で，鳥学会といったような分類群



巻頭言

ベースの学会はどのような意味をもつのだ 鳥類研究者どうしで話がよく合うというこ

ろうか？（冒頭に述べた学生は，烏学会が とが多い．鳥の研究に対して，鳥類を研究

きっかけで結婚できたというメリットがあ しているから指摘できるアドバイスや批判

るようだが．） がある．このようなところが鳥類学会の存

現在，私の研究の主要なテ』マの一つ 在する理由かもしれない．

が，生物の多様性がどのように進化してき 私が鳥を研究する学生に助言するとし

たかということである．このテーマに関し たら，（1）鳥類学者だけでなく他の－般的

ては，優れた鳥の研究がある．やはり最も な分野の研究者にアビールするような研究

有名なのがグラントらによるダ」ーウィンフィ をめざすべきである，（2）できるだけ一般

ンチの研院だ．この研究は，日本でも『フィ 的な分野の学会に参加すべきである，（3)

ンチの噛』という訳本で紹介されているの 鳥類のすぐれた研究は，鳥類関係の雑誌で

でよく知られている．また，種分化に関わ はなく，一般的な雑誌に投稿するようにす

る鳥の研究は，今年にはいって， 2つの論 る，ということだろう．その観点から，鳥

文がNaturdこ掲載されている． 一つは， 学会に要望があるとすると（1）鳥学会を

Irwinらによる ringspeciesの論文

(Nature 490:333-337），そしてPodosに

よるダーウィンフインチの噴の適応がさえ

ずりを変化させ郊己前隔離の進化につながっ

ているという論文である（Nature409: 

185-188）.また，生態学では古くはD.ラッ

ク， R.マッカーサーらの有名な生態学者に

よる鳥の研究があるし．動物行動学にして

も，ティンパーゲン，ローレンツらの有名

な曹関は烏を対象としている．このように，

多くの生物学の分野において鳥を対象とし

ていない研究者にもアピールする鳥類研究

が多くなされている．烏を研究する意義を

他の学会，たとえば進化学会，行動学会等

と同じ日程で行うのは好ましくない. (2) 

鳥類研究者どうしが意見を述べあえるよう

なシンポジウムを中心として，他の一般的

な学会ではできないようなディスカッショ

ンの場をつくる．それによって分類学ベー

スの学会の利点をいかすような大会にする

べきではないのか．

烏学会ではP どこでどのような鳥の繁

殖が確認されたという情報が学会で発表さ

れたり雑誌に短報で掲載されているよう

だ．このような，情報は，雑誌に載せたり、

研究発表で紹介するというレベルのもので

みつけることは，それほど難しくないかも はないと思う．むしろ，それらの情報を有

しれない．このような研究は，生態学，行 効に利用するには，学会がコンビュータデー

動学，進化生物学関係の雑誌に投稿される タベースを立ち上げ，鳥の確認情報や繁殖

ことで高い評価を得る． 情報，個体数などの情報を登録，利用でき

それでは，烏を研究対象とする研究者 る状況をつくることが必要だと思われる．

が学会をつくる意味はどこにあるのだろう また．その情報を利用して保全や‘生態な

か？烏の研究者の多くの部分は，その研究 どの解析をすることによって，アマチュア

動機が，生態学や行動学の研究をめざした の研究者や一般の人々への情報の重要性な

のではなく，烏そのものの研究をしたいと

いう人が多い．鳥類研究者のなかで「おも

しろい」と感じることと他の研究者の「お

もしろい」ことが異なっている場合がある．

どをフィードパックすることで，鳥学会の

重要性というものが高くなると思われる

（東北大学大学院生命科学研究科進化生態

科学講座）
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鳥学会2001年度大会のお知らせ

本年の大会は10月6日～ 8f iに京都市左京区の京都大学総合人間学部で開催いたしま

す．詳しくは同封の大会：案内・大会申し込み用紙をご覧ください．京の街はいつにも増

して観光客でにぎわっておりますが，大会会場では街の喧喋を離れ，学術的な議論を活

発に行えるよう，講演申し込み状況に応じた柔軟なブログテラム編成を考えています．多

くの皆さまの参加i・発表をお待ちしております．

大会に関するお問い合わせは同事務局（〒606-8502 京都市左京区北白川追分町京

大・理学部・動物行動電話： 075-753一品73 ファックス： 075-753-4113 電子メー

ル： yosihisa@zoo.zool.kyotou.ac.jp）森貴久・水田拓まで

第23回国際鳥類学会大会発表申し込み締めきりのお知らせ

2002年の8月に北京で開催される第23回国際鳥類学会大会の一般発表申し込み締め

きめがせまっております． 7月1日が締め切りです． －般発表されるかたは要旨を． ラ

ウンドテーブルを予定されるかたはその申し込みを， 7月1日までに以下の住所へお送

りください．大会のホームページ上で大会日程．会場案内，特別講演やシンポジウムの

内容，参加申込みゃ講演要旨の締め切り日などが公開されています． （樋口広芳・国際

鳥類学会評議委員）

Homepage: http:/ /www.ioc.org.cn 

For information: infocenter@ioc.org.cn 

For abstract submission: abstract@ioc.org.cn 

Fax: (86-10) 6218 0142 Tel.(86-10) 6217 4952 

Mailing Address: Attn: Mr.しIUFeng, IOC2002/CICCST, 86 Xueyuan Nan Road, 

Beijing 100081 , China 

公益信託増進会自然環境保全研究活動助成基金のお知らせ

レッドリストに掲載されている絶滅のおそれのある野生空物（小型）についての研

究が対象となります．募集要項など詳しくは以下までお問い合わせ下さい．＊応募締め

切りは3月31日です．

〒110-8676 東京都台東区下特3-10-10 財団法人自然環境センター内

公益信託増進会自然環境保全研究活動助成基金事務局

tel: 03-582」095G 拘当：堀田

シンポジウム「遺体が語る自然史J
日時： 2001年11月10日（ t）午後1時から5時頃まで

場所；国立科学博物館新宿分館講堂

「ナチュラルヒストリー」は、まさしく「遺体」を研究対象とすることで発展して

きた歴史を有する． 「遺体」に取り組む最前線の研究者の研究成果を，一般社会人・学

生を対象に平易に紹介する．分野としては，動物学・植物学・古生物学・医学・解剖学・
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考古学からの話題提供がなされ，これら各分野を有機的に結び不Tけてきたナチュラルヒ

ストリーの全体像を紹介する機会となる．

プログラム：遠藤秀紀（国立科学博物館動物研究部） 遺体が創る科学 (13 : 10 

～），中島功（昭和大学歯学部口腔解剖学） 遺体が語る「本人も知らない自分」

(13 : 55～），塚越哲（静岡大学理学部生物地球環境科学） 太古の遺体一化石が

もたらす生物進化の情報一（14: 50～），辻 誠一郎（国立歴史民俗博物館） 遺跡

出土の遺体が語る人の生活と環境 (15: 35～），フリーディスカッション 遺体標本

で博物館の高度化を図る（16: 20～） 

参加申し込みは不要です。どうぞ途中からでも自由にご参加ください。

お問い合わせ先：〒1690073 東京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博物館

遠藤秀紀、篠原現人、加瀬友喜 （白然史学会連合連合事務局）

teし03-3364-2311, 03-3~364• 7127 fax, 03-3364-7104 

Email: endo@kahaku.go.jp 

展覧会『ジョン・グールドの世界J-19世紀に描かれた鳥類図譜ー

期間： 5月12日から 6月10日まで

場所：ニューオータニ美術館（ニューオータニ・ガーデンコート 6階）

各種委員会より

編集委員会より

2002年より烏学会誌が英文誌と和文誌に分離します．英文誌第 l号は2002年l月，

和文誌第 l号は同年4月発行予定で，それぞれ年2回発行されます．なお，現在50巻l

号は印刷中で， 50巻2号に掲載予定の論文はすでに決定しています．現在査読中の論文

およびこれから投稿されて50巻4号刊行以前に受理になった論文は， 50巻の年度内刊行

を達成するために可能な限り50巻3号および4号に掲載する事にしています．もし，今

年度中に投稿を予定されている方でご自身の論文を新和文誌，英文誌に掲載したいと希

望される方は，投稿の際に投稿申込み票にその旨を記載しておいて下さい． 原稿は

2001年12月31日までは，従来どおり，〒812-8581 福岡市東区箱崎6・10-1 

九州大学大学院理学研究院生物科学部門 江口和洋までにお送り下さい. 2002年から

は和文誌，英文誌各委員会の受付担当に代わります．」 （編集委員長 江口和洋）

英文誌 日本を含むアジアにおける鳥類学の研究成果を国際的に発信することを l

つの目的として， 2002年より新たに英文誌が刊行されます．第 l巻第 1号の 1月発刊

にむけて，準備委員会では現在，表紙（ 2色刷）やレイアウト（A4版2段組）などの

検討，特集の編集（刊行後しばらくは年 1回企画予定），外国人編集アドバイザーの

依頼などの作業を進めています．国際誌化を図るために会員外の研究者に対しても投

稿をオープンにしていく方針ですが，魅力ある雑誌にしていくためには何よりも，会

員皆様からの投稿が今まで以上に必要です．皆さんの貴重な研究成果を日本鳥学会か

ら世界にむけてどしどし発信していきましょう． （英文誌準備委員会代表 日野輝明）

和文誌現在の日本鳥学会誌を継続し，より読みやすく投稿しやすい装丁と内容で，
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日本鳥学のさらなる発展に務めることを目指します．今までの，原著論文，短報，総説

にくわえ，特集論文（大会シンポジウム，自由集会），観察報告，技術報告，意見など

を積極的にとりあげます．また， 2名の専門家による査読を必要としない評論（本年度

で廃刊予定の鳥学ニュースの巻頭言や意見に相当）も掲載します．鳥学会などで発表さ

れた成果をさらにひろくアピールするため，和文誌への投稿をお待ちしています（和文

誌準備委員会代表綿貫豊）

総会決議についての鳥類保護委員会の考え方

日本鳥学会は， 1998年と1999年の総会において，それぞれ「藤前干潟の保護Jと

「ゃんばる米軍海兵隊ヘリパッドの移設計画の再検討Jについての決議を採択しました．

2000年度は，総会直前に 1つの提案がありましたが，鳥類保護委員会において議論の

結果採択されませんでした．その議論の過程で，総会決議の採択基準や手Jil震について，

もう少しわかりやすい説明を作って公表しようということになり，ここに記します． こ

の文章は，学会の公式ホームページからみることのできる，保護委員会のページにも掲

載しであります．

まず，総会決議が採択されるまでの手続きの段取りを説明します．今までにも「大会

案内」の中でお知らせしていたように，手続き上2つの必要条件があります． 1つは，

なるべく早く，遅くとも総会の開かれる 1カ月前までに，委員会宛の決議採択依頼状と

決議文案を鳥類保護委員会（中村司委員長，連絡先不明の場合には学会事務局に問い

合わせください）に文章で提出することこれらの文章は，日付や依頼元・依頼先，連

絡先などの書式を整えてください．提出前に，知り合いの保護委員等の学会員と相談し

ていただくのもよいでしょう. 2つ自は，提案責任者の少なくとも 1名が，できれば大

会前日，必ず総会前日および総会当日に大会会場に来て，鳥類保護委員と直接打ち合わ

せることです．決議案を総会議題とする直前に，保護委員会および評議員会の議論を踏

まえて，最終調整をし，総会資料を作成する必要があるからです．

最初の正式な依頼を受けてから，鳥類保護委員会が，依頼内容の妥当性，決議文案の

適切さ（鳥学会の立場として）を検討し必要に応じて，依頼者と情報交換や依頼内容・

決議文案の内容の訂正を行います．この過程で，依頼内容を受託できない場合がありま

す．学会前に，依頼内容が採択可能であると判断された場合には，学会として採択可能

な内容であり，かつ決議をすることが有効だと考えられる最適な形にするよう，委員会

内および提案者と相談して訂正を行います．総会決議案については，大会前日の鳥類保

護委員会において出席委員が直接，最終の検討を加えます． 鳥類保護委員会でこうし

たきちんとした議論をするためには，時間がかかります．大会1ヶ月前までに提出とい

うのは絶対の条件ではありませんが，ぜひとも必要だと私たちが希望する時間です．

この案を，鳥類保護委員会の後に行われる評議員会に，鳥類の保護委員会からの提案

として提出し，保護委員長が提案内容と採択経緯を説明します．鳥類保護委員会の提案

を，評議員会において検討し，必要に応じて決議文案の内容にさらに修正を加えます．

この段階で，評議員会において鳥類保護委員会の提案が否決される可能性もあります．

評議員会で採択を承認され，評議員会の訂正要求がある場合には，それにしたがって

鳥類保護委員会と提案者が合意の上で総会までに修正を行い，資料を作成して総会出席
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者に配付し，総会の議決をうけます．通常，出席者の多数の拍手をもって採択とします．

次ぎに，保護委員会で総会決議案として採択する基準について補足します．鳥類保護

委員会が提案を採択するにあたって必要条件となることは，（1）提案（責任）者＝当事

者が明確であること，（2）決議の提出先が明確でかつ適切であること，（3）提案者が．

総会決議を有効に活用して，その目的を達成する十分な実績と手段を有すると期待され

ること（4）提出先に要望する内容が明確であり学会が決議として採択する適切性，

科学的な根拠や科学的な根拠を得るための具体的な方法，あるいは方法の案があること

です．

(1）は，保護委員会が，特定の（ 1人の）方と直接・具体的に提案について検討するこ

とができるために必要です．

(3）～（4）は，学会決議が，今後，ますます社会的な価値のあるものとなり，後の学会

員の活動の役にたつための準備でもあります．ただし，単純にこれはだめ，これはよい

という基準は示せません．検討するときの考え方の基本となることは，学会というもの

が多様な考え方や価値観を科学的な方法によって検討・批判しあえる場であること学

会の活動の柔軟性および、多様性を損なわないことです．科学というのは，この世界に

ついて一つの結論を導き出すような原理ではなく，共通の議論ができるための方法だと

考えるとよいでしょう．学会は，それを実践する場の lつでしょう．

例えばの話ですが，たいへん狭い地域の比較的小さい個体群の．日本全体でみるとそ

れほど特異的でないような鳥類や環境保護の問題であっても，要望する内容が具体的か

っ妥当であり，烏学会の活動の趣旨に沿うものであると判断されるなら，総会決議とし

て採択する場合もありまえます．反対に，世界的に重要な環境や種と認められているも

のの保護に関する提案であっても，要望内容や説明が暖昧であったり尊大であったり特

定の価値観に固執しているような場合には，採択できなかったり，大幅な修正を提案す

ることになるでしょう．大幅な修正が必要な場合には，鳥類保護委員会内と委員会と

提案者の聞の議論に長い時間がかかります．また，鳥類保護委員が，個人的に，提案を

促す場合もあります．

鳥類保護委員会は， 2年前に大幅に委員が入れ替わりました．過去の経緯も踏まえて，

社会に対して責任のある自然科学者の団体として，また総会決議が「切り札」となりえ

るように，総会決議の課題ともとり組んでいます．このような学会の仕組みをご理解の

上で，ぜひ有効に活用してください． （鳥類保護委員会）

地域活動紹介

三宅島の鳥類の現状

岩淵聖・清水哲也

2000年12月15日～25日の問に計 8回類について報告する．ただし，本来の目的

（延べ34時間）三宅島に渡る機会があり， が鳥類調査ではなかったため，生息状況等

主に標高の低い山麓部を全島に渡って見る の詳細については確認できていない．

ことが出来たので，その間に確認できた烏 三宅島は昨年 7月に噴火して以来，降
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民による泥流発生や有毒ガス噴出が頻発し している個体を確認することができた．ヒ

たため、噴火後2ヶ月後の9月始めには， ヨドリやメジロなど主に樹冠部を利用する

全島民が島外へ避難した．以降．新聞やテ 種については，集落付近で普通に確認でき

レビなどを通じてたびたび壬宅島の様子が た．また，コゲラ，シジュウカラ，ミソサ

伝えられていたが，情報はどれも火山灰で ザイなどもヒヨドリ，メジロほどではない

灰色に染まった森が映し出されていた．そ が比較的多く確認できた．林床部が被害を

のため，島に渡る前は烏の姿を見ることは 受けていない樹林上空では，ゆっくりと旋

出来ないだろうと思っていたが，いざ島内 田するノスリの姿を確認しており，餌とな

を歩いてみると意外に多くの鳥類が生息し る小動物も生存していることが伺われた．

ていることが確認できた．島内及び港（海 島内で最も多いという印象を受けたの

上）で確認できた鳥類は以ドに示す19種 はハシフトガラスで，港など調査員が上陸

であった．なお，種名の後ろには踏査した する場所に50羽以仁が群れており，ネコ

16ヶ所中の確認箇所数を示した．ウミウ 用の餌を群れで飛来し横取りしていた．

1, トピ 4，ノスリ 2，ハヤブサ i，ウミ 以とのように，個人的には予想よりも多く

ネコ L カラスパト I，キジバト 3、コゲ の種が生息していたと感じているが，やは

ラ5，ハクセキレイ l，ヒヨドリ i1, ミ り，噴火前の状況と比べれば大きな影響を

ソサザイ仏イソヒヨドリ 2，ウグイス 3, 受けたことは事実である．特に地表で餌を

ヤマガラ 3, シジ、ュウカラ i，メジロ !1, 採る種など，特定の種に被害が大きかった

ホオジロ 1 アオジ 2.ハシブトガラス ものと考えられる．また，注目すべき点の

1 (). ひとつとして．スズメがまったく確認でき

昨年12月現在で，三宅島は山頂部から なかったという点があげられる人間にとっ

中腹までは火山灰の被害が大きに枯死し ては一番身近なスズメがいなくなったとい

た樹木が目立つが，山麓の樹林は大きな被 うことは，やはり，環境要素のひとつであ

害は受けておらず，外観的には著しい変化 る「人間Jが消えたことと関係していると

は見られない．ただし，泥流の影響で林床 考えられないだろうか．

部は灰に覆われているところが多く‘林床 三宅島の鳥類について危慎していた方

部で餌を採るアカコッコなどにとっては， が沢山おられると聞いて．非常に簡単では

大きな影響があったと考えられる．アカコッ あるが紙面をお借りして速報として報告さ

コについては，島内にいる聞は注意してい せていただいたが，今後，しっかりした鳥

たつもりであるが守結hi3, d度も姿を確認 類調査が行われれば， 19種以外にも生き

することはできなかった．ただし，大型ツ 残っている種が確認される可能性は高いと

グミ類の地鳴きは何度か耳にしており，生 忠われる．

息している可能性はあると忠われる．カラ （宕洲：アジア航測株式会社環境部・清水：

スパトについては． 1度ではあったが飛期 環境科学株式会社東京事務所）

事務局より
［鳥学会HPのURLの変更のお知らせ］

学術情報センター（？、二九CSIS）が国立情報学研究所（NII)に昨年改組されたのに伴い， 4 

月から鳥学会HPのアドレスが変更になります．旧アドレスも10月末日まで使えます
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事務局より

が，ブックマークを変更してください．

旧： http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/osj/( 9月までは使えます）

新： http://wwwsoc.nii.ac.jp/osj/

くお詫び＞

先号の鳥学ニュース78号でのくお礼＞の欄では「現在までに次の方々より御寄付を

いただきました．紙面を借りてお礼申し上げます．ありがとうご、ざ、いました．」という

文章が抜けていました．また，永田尚志氏のお名前が間違っておりましたので訂正させ

ていただきます．

くお礼＞

3月31日までに次の方々より御寄付をいただきました．紙面を借りてお礼申し上げ

ます．ありがとうご、ざいました．

黒田長久，酒井秀嗣．田村耕作，西岡進（五十音JI！員・敬称略）

くお尋ね＞

3月21日に習志野郵便局より学生会費を振り込まれた方，振込用紙のお名前が抜け

ていました．事務局までお知らせ下さい．

編集担当より

O投稿記事を募集しています．掲示板では200字程度，報告は1400字程度（ 1ペー

ジ分），意見は1800字程度（ 1ページ半）をおおまかな目安としていただければ助か

ります．依頼記事については事前に字数を制限してお願いしています．

寄稿は以下の送付先までお願いします．なおe-mailでの寄稿の際はテキスト形式でメー

ルボックスに入れてお送りください．

【送付先］千060-0808 札幌市北区北9条南9丁目

北海道大学農学部応用動物学研究室綿貫豊

e-mail: ywata@res .agr .hokudai.ac ,jp 
次の締め切りは6月30日です． （綿貫）
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